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り
ま
し
た
。
上
薗
書
記
長
に

よ
る
一
般
経
過
報
告
、
田
澤

財
政
部
長
よ
り
決
算
報
告
、

森
田
・
中
村
・
西
会
計
監
査

よ
り
監
査
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
年
度
予
算
を
含
む

財
政
部
、
賃
金
労
働
対
策

部
、
技
術
住
宅
対
策
部
の
提

案
の
あ
と
、
６
月
か
ら
朝
志

和
支
部
に
異
動
し
て
来
る
中

澤
書
記
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
昼
食
休
憩
と
な
り
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
社
会
保
障
対

策
部
、
共
済
部
、
組
織
部
、

次
世
代
対
策
部
、
教
育
宣
伝

部
の
順
に
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
、
藤
原
副
支

　

５
月
19
日
（
日
）
朝
霞
市

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
20

回
支
部
定
期
大
会
が
開
催
さ

れ
、
代
議
員
63
人
・
支
部
役

員
16
人
・
特
別
代
議
員
14

人
・
来
賓
２
人
の
95
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

田
澤
実
行
委
員
長
の
あ
い

さ
つ
、
松
原
資
格
審
査
委
員

長
の
報
告
の
あ
と
、
議
長
に

栗
田
伴
春
さ
ん
（
宗
岡
）・

書
記
に
千
葉
孝
男
さ
ん
（
花

の
木
）
を
選
出
し
、
議
事
に

移
り
ま
し
た
。
丸
山
支
部
長

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓

と
し
て
芦
田
本
部
書
記
次

長
・
松
本
北
足
立
南
部
地
区

労
議
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

部
長
か
ら
「
土
建
国
保
に
加

入
し
て
い
て
助
か
っ
た
自
身

の
体
験
談
」、
渡
利
社
保
体

部
長
か
ら
「
健
康
診
断
の
重

要
性
」
の
報
告
が
あ
り
、
上

薗
書
記
長
の
総
括
の
あ
と
、

役
員
選
挙
へ
と
続
き
ま
し

た
。
髙
木
選
挙
管
理
委
員
長

に
よ
る
投
票
説
明
が
あ
り
、

信
任
投
票
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
組
織
・
健
診
・
機

関
紙
・
個
人
表
彰
が
行
わ

れ
、
選
挙
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
全
員
が
信
任
さ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
を
も
っ
て
支
部

　

大
会
参
加
者
の
皆
さ
ん
早

朝
よ
り
お
疲
れ
様
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
な
り
、

少
し
づ
つ
以
前
の
生
活
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
23
年
度

は
大
規
模
な
行
事
が
行
え
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
次
年
度
は

支
部
で
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結

成
20
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
記
念
行
事
の
検
討
も
行

っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
４
月
よ
り
働
き
方
改

革
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
従

業
員
・
事
業
主
共
に
不
利
益

に
な
ら
な
い
よ
う
労
働
時
間

の
管
理
は
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
岸
田
政
権
は
多
く

の
国
民
の
反
対
を
押
し
切

り
、
現
行
の
保
険
証
の
廃
止

を
決
め
ま
し
た
。
更
に
、
か

つ
て
な
い
大
軍
拡
に
突
き
進

ん
で
い
ま
す
。
我
々
の
税
金

は
社
会
保
障
や
福
祉
に
使
わ

れ
る
べ
き
で
す
。
次
の
総
選

挙
で
は
野
党
共
闘
を
進
め
、

岸
田
政
権
を
退
陣
に
追
い
込

み
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
仕

事
と
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す

る
た
め
頑
張
り
ま
す
。

新年度役員あいさつに立つ丸山支部長

役
員
を
退
任
さ
れ
る
田
澤
さ

ん
よ
り
「
本
当
に
長
い
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
長
年

役
員
を
や
っ
て
い
て
辛
か
っ

た
の
は
、
亡
く
な
る
仲
間
と

の
別
れ
で
し
た
。
今
後
も
分

会
や
壮
葉
会
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
６
月
よ
り
さ
い
た
ま
北

支
部
に
異
動
す
る
上
薗
書
記

よ
り
「
９
年
間
朝
志
和
支
部

で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

朝
志
和
支
部
に
赴
任
し
た
当

時
、
小
学
生
だ
っ
た
娘
が
高

校
生
に
な
り
ま
し
た
。
多
く

5 月 19 日に開催された第 20回朝志和支部定期大会の様子

冒頭の丸山支部長あいさつ

の
仲
間
が
参
加
で
き
る
楽
し

い
取
り
組
み
を
今
後
と
も
行

っ
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
役
員
を
代
表
し
て
丸
山

支
部
長
か
ら
就
任
の
あ
い
さ

つ
、
藤
原
副
支
部
長
に
よ
る

大
会
決
議
の
提
案
、
相
浦
副

支
部
長
に
よ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

確
認
、
西
・
名
雪
副
支
部
長

に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
費
は
班
会
議
で
納
入

す
る
こ
と
を
引
き
続
き
呼
び

か
け
て
い
き
ま
す
。
支
部
に

納
入
に
来
た
仲
間
に
は
納
入

ル
ー
ル
を
伝
え
、
班
会
議
へ

持
参
し
て
も
ら
う
努
力
を
し

ま
す
。
組
合
費
の
未
納
者
へ

は
、
財
政
部
長
だ
け
が
対
応

す
る
の
で
は
な
く
、
支
部
・

分
会
班
役
員
と
支
部
が
協
力

し
、
減
ら
す
努
力
を
し
、
年

一
回
未
納
者
訪
問
行
動
の
設

定
を
し
て
い
き
ま
す
。
未
納

通
知
は
本
部
方
針
通
り
、
引

き
続
き
１
カ
月
未
納
者
か
ら

発
送
し
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。
年
間
納
入
率
98
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
の
分
会
を
支
部

大
会
で
表
彰
し
ま
す
。
ま

た
、
５
月
末
に
新
役
員
学
習

会
を
開
催
し
、
納
入
ル
ー

ル
・
班
会
計
の
任
務
と
役
割

を
学
習
し
ま
す
。

　

分
会
財
政
に
つ
い
て
は
統

一
し
た
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
分
会
の
公
的
な
お
金

な
の
で
、
出
金
の
際
は
集
団

的
に
確
認
し
て
か
ら
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

田澤財政部長

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部
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第
47
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ

ー
は
、
昨
年
同
様
一
日
開
催

と
し
ま
す
。
包
丁
研
ぎ
、
ま

な
板
削
り
だ
け
で
は
な
く

「
住
宅
困
り
ご
と
相
談
」
を

前
面
に
押
し
出
し
ま
す
。
ま

た
、
建
設
業
の
ア
ピ
ー
ル
と

し
て
「
プ
ラ
ス
２
企
画
」
に

取
り
組
み
、
多
く
の
仲
間
の

協
力
を
求
め
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
デ
ー
当
日
に
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
に
も
取
り
組
み

ま
す
。

　

町
場
の
職
域
確
保
の
た

め
、
自
分
仕
事
を
自
分
た
ち

で
確
保
し
、
仲
間
を
結
集
し

て
い
く
住
宅
セ
ン
タ
ー
を
、

協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
の
募

集
と
住
宅
セ
ン
タ
ー
造
り
の

準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
住
推
協
の
推
進
、
求
人

求
職
情
報
の
毎
月
発
行
、
資

格
講
習
の
開
催
、
中
部
西
地

域
仕
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
開

催
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

税
金
経
営
対
策
と
し
て
税

金
相
談
会
や
署
名
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

健
康
診
断
の
受
診
率
向
上

は
、
仲
間
の
健
康
を
守
り
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ

な
げ
る
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
検
査
項
目
が
充
実
し
て

い
る
土
建
国
保
の
健
康
診
断

の
受
診
を
仲
間
に
す
す
め
、

健
康
状
態
の
把
握
、
二
次
健

診
の
重
要
性
を
周
知
し
、
重

症
化
予
防
策
を
拡
げ
て
い
き

ま
す
。

　

新
年
度
は
集
団
健
診
を
５

月
か
ら
３
月
ま
で
計
16
回
開

催
し
ま
す
。
分
会
受
付
も
継

続
し
て
取
り
組
み
、
受
診
率

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
特
定
健
診
受
診
率
70
パ

ー
セ
ン
ト
を
達
成
し
た
分
会

は
支
部
大
会
で
表
彰
し
ま

す
。

　

２
０
２
４
年
12
月
２
日
以

降
の
現
行
保
険
証
の
廃
止
に

よ
り
、
土
建
国
保
は
、
こ
れ

ま
で
発
行
し
て
き
た
「
保
険

証
」
の
発
行
が
出
来
な
く
な

る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
保

険
証
と
同
等
の
「
資
格
確
認

書
」
を
発
行
し
、
渡
し
会
を

設
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

朝
霞
・
志
木
・
和
光
市
の

人
口
は
都
心
に
近
い
こ
と
も

あ
っ
て
３
市
と
も
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
大
手
企
業
従

事
者
や
他
組
合
の
組
合
員
を

除
い
て
も
対
象
は
ま
だ
い
ま

す
。「
頼
り
に
な
る
組
合
」

を
全
面
に
２
年
連
続
の
実
増

を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
業
務
活
用
の
推
進
を
は
か

り
、
次
世
代
層
か
ら
の
活
動

家
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
対
策
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
。「
働
き

方
改
革
」
が
全
面
適
用
さ
れ

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
事
業
所

の
仲
間
に
労
働
時
間
の
上
限

規
制
や
有
給
休
暇
の
取
得
義

務
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
き
ま

す
。
事
業
主
と
労
働
者
の
双

方
の
立
場
で
の
学
習
を
拡

げ
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
仕
事

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用

し
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
分
会
常
任
執
行
委

員
体
制
の
充
実
、
班
役
員
の

２
人
体
制
を
目
指
し
ま
す
。

　

新
し
い
活
動
家
づ
く
り
に

向
け
て
全
分
会
で
部
長
・
副

部
長
が
選
出
で
き
る
よ
う
に

引
き
続
き
呼
び
か
け
て
い
き

ま
す
。
ま
た
「
名
前
だ
け
」

の
選
出
に
な
ら
な
い
よ
う
対

話
や
交
流
で
顔
つ
な
ぎ
を
図

り
ま
す
。
部
会
は
毎
月
１
回

開
催
し
て
い
き
ま
す
。
拡
大

月
間
を
中
心
に
「
次
世
代
訪

問
」
を
行
い
対
話
し
、
繋
が

り
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

次
世
代
層
と
そ
の
家
族
が

気
軽
に
参
加
し
交
流
で
き
る

「
バ
ス
ハ
イ
ク
」
を
開
催
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
次
世
代
層
の
活
動

家
づ
く
り
と
し
て
会
議
や
集

会
な
ど
に
「
次
世
代
枠
」
を

意
識
的
に
設
定
し
ま
す
。

　

支
部
機
関
紙
の
毎
月
発
行

を
行
い
ま
す
。
新
年
号
は
年

明
け
に
全
組
合
員
を
対
象
に

組
織
配
布
と
し
ま
す
。（
昨

年
ま
で
は
郵
送
）
新
年
号
は

組
合
の
取
り
組
み
や
お
知
ら

せ
だ
け
で
な
く
、
テ
ー
マ
を

決
め
て
取
材
を
行
い
紙
面
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

全
分
会
で
分
会
ニ
ュ
ー
ス
を

発
行
す
る
た
め
、
援
助
を
行

い
ま
す
。

　

学
習
と
し
て
第
５
回
埼
玉

土
建
き
か
ん
し
学
校
、
第
50

会
教
宣
大
学
に
参
加
し
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
も
支
部
労
働

学
校
開
催
に
取
り
組
み
ま

す
。
日
程
は
６
・
７
・
８
月

の
下
旬
に
２
回
づ
つ
開
催

し
、
全
６
回
と
な
り
ま
す
。

積
極
的
に
若
手
役
員
を
連
れ

て
大
勢
の
参
加
者
で
支
部
労

働
学
校
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
意

見
を
聞
き
、
全
て
の
参
加
者

を
対
象
と
し
た
楽
し
い
卒
業

イ
ベ
ン
ト
も
企
画
し
て
い
き

ま
す
。

水野技住対部長渡利社保対部長

峯村組織副部長

亀山教宣部長

西次世代対策部長

　

総
合
共
済
の
魅
力
を
多
く

の
仲
間
に
拡
げ
ま
す
。
特
に

「
資
格
取
得
祝
金
」
は
建
設

職
人
に
と
っ
て
心
強
い
味
方

と
し
て
仲
間
に
周
知
し
、

「
小
・
中
学
校
就
学
祝
金
」

「
中
学
校
卒
業
祝
金
」
と
同

じ
く
給
付
率
１
０
０
パ
ー
セ

ン
ト
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
第
１
回
の
部
長
会
議
で

は
総
合
共
済
の
学
習
と
第
１

推
進
期
間
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
ど
け
ん
火
災
共
済
・
地

震
共
済
・
自
動
車
共
済
の
制

度
を
中
心
に
学
習
し
ま
す
。

給
付
に
つ
い
て
は
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
班
審
査
の
開

催
・
班
会
議
で
の
給
付
金
渡

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
支
部
審
査
委
員
会
は
、

支
部
共
済
部
長
と
分
会
部
長

（
毎
月
２
人
づ
つ
）
と
担
当

書
記
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
転
車
保
険
「
サ
イ
ク
る

ん
」、
総
合
賠
償
責
任
保

険
、
た
す
け
愛
☆
通
信
、
Ｄ

О
Ｋ
Ｅ
Ｎ
カ
ー
ド
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

名雪共済担当２役

仕
事
と
経
営
を
守
る
取
組
み

技
術
住
宅
対
策
部

組
織
を
強
化
す
る
た
た
か
い

組
織
部

共
済
活
動
の
強
化
・
発
展
を

共
済
部

次
世
代
か
ら
の
活
動
家
作
り

次
世
代
対
策
部

社
会
保
障
を
守
る
た
た
か
い

社
会
保
障
対
策
部

　

長
年
支
部
役
員

と
し
て
奮
闘
し
て

き
た
田
澤
達
好
さ

ん
が
今
大
会
で
勇

退
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
朝
志
和
支

部
で
９
年
間
奮
闘

し
て
き
た
上
薗
書

記
が
さ
い
た
ま
北

支
部
へ
異
動
と
な

り
ま
し
た
。

　

６
月
よ
り
朝
志

和
支
部
に
異
動
に

な
る
、
中
澤
書
記

は
書
記
次
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

《
新
年
度
支
部
四
役
》

　

支
部
長　

丸
山
勝
己

　

副
支
部
長　

相
浦
信
幸　

　

副
支
部
長　

名
雪
正
昭

　

副
支
部
長　

西
慶
晴

　

副
支
部
長　

藤
原
忠
夫

　

書
記
長　

小
須
田
恵
美

　

書
記
次
長　

井
口
尚
久　

　

書
記
次
長　

中
澤
美
佐　

　

ゼ
ネ
コ
ン
や
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
の
も
と
で
働
く
建
設
従

事
者
の
実
態
把
握
と
要
求
の

実
現
に
向
け
、
現
場
の
情
報

提
供
と
現
場
で
組
合
の
宣
伝

が
で
き
る
従
事
者
の
会
を
目

指
し
ま
す
。

　

夏
と
冬
に
取
り
組
む
Ｇ
Ｏ

Ｇ
Ｏ
行
動
で
は
、
現
場
調
査

と
地
元
企
業
訪
問
に
取
組

み
、
結
果
を
自
治
体
に
返
し

「
公
共
工
事
現
場
の
賃
金
・

単
価
の
引
上
げ
」「
労
働
環

境
の
改
善
」
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
公
契
約
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
朝
霞
市
で
行
っ
て

い
る
「
労
働
環
境
の
把
握
の

た
め
の
調
査
」
を
和
光
市
、

志
木
市
に
働
き
か
け
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
が
建
設
業
に

も
適
用
さ
れ
、
罰
則
付
き
時

間
外
上
限
規
制
が
始
ま
り
ま

し
た
。
仲
間
へ
の
周
知
、
相

談
対
応
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
建
退
共
の
普
及

や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
推
進
、
ア

ス
ベ
ス
ト
対
策
、
不
払
い
な

ど
の
「
な
ん
で
も
相
談
活

動
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。相浦賃労部長

働
く
ル
ー
ル
の
前
進
に
向
け

賃
金
労
働
対
策
部

中澤書記次長 上薗晃勇書記（左）、田澤達好さん（右）


